
ＪＲ双葉駅西側・新市街地ゾーンと
ＪＲ双葉駅東側・まちなか再生ゾーンの
整備方針と整備イメージを考える

（第１回 町の復興部会）
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資料３
部会員限り



町の復興部会の目的

●町の復興部会の目的

①新市街地ゾーン・まちなか再生ゾーンの今後（５～10年後）の姿について考えます。

②町の復興を他地区へどのように広げていくか、みなさんとイメージを共有します。



町の復興部会の進め方

第１回部会

（本日）

第２回部会

（9月）

第３回部会

（10月）

委員会

（11月）

●町の復興部会の進め方

①町の復興部会は３回です。

②各回でご意見をいただきたいテーマを設定いたします。

③具体的にイメージできるよう、町から大まかな案を提示します。

●町の復興部会の成果

①みなさんからいただいたご意見は、庁内の復興まちづくり計画推進会議でさらに検討を

深めて計画に反映いたします。

②３回の部会が終了後、概要を委員会（11月予定）で報告します。

推進会議 推進会議 推進会議

※町の復興部会、人の復興部会の内容については、適宜情報を共有いたします。
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町の復興部会の進め方

新市街地ゾーン・まちなか再生ゾーンのイメージについて
内容：

①新市街地ゾーン・まちなか再生ゾーン・中野地区復興産業拠点のつながり
について

②新市街地ゾーンに必要な機能、まちなか再生ゾーンの再整備イメージにつ
いて。

第１回部会

（本日）

新市街地ゾーン・まちなか再生ゾーンの整備イメージやスケ
ジュールについて
内容：
①新市街地ゾーン・まちなか再生ゾーンの整備スケジュールを確認。
②１回目のWS成果を受けて新市街地ゾーン・まちなか再生ゾーンの整備イ
メージを確認

第２回部会

（9月）

新市街地ゾーン・まちなか再生ゾーンの姿、他地区への展開に
ついて
内容：
①２回目のWS成果を受けて、新市街地ゾーン・まちなか再生ゾーンの機能配
置（ゾーニング）、整備スケジュール、事業スケジュールを確認
②新市街地ゾーン・まちなか再生ゾーンの基本的な考え方
③他地域への展開、今後のスケジュールの確認

第３回部会

（10月）



双葉町の復興の進め方

●復興まちづくり長期ビジョン（平成27年3月）にて、復興の進め方を示しました。
①町内復興拠点の整備
②町内における段階的な取り組みの推進

●常磐自動車道（復興IC：平成31年度供用開始）、JR常磐線（平成31年度全線開通）により、町外からのつながり
が強化されます。



1 両竹・浜野地区周辺の土地利用計画双葉町内復興拠点基本構想（抄）
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駅西・新市街地ゾーン、駅東・まちなか再生ゾーン
(取組の考え方)

町の復興を推進するには、復興産業拠点との連携を考えつつ、住宅地の確保を
急ぐことが必要です。そのため、放射線量が低減するとともに、まとまった町有
地がある新市街地ゾーンに、住宅地の早期整備を目指します。また、医療・福祉
施設、商業施設、公共施設等の生活関連施設についても、着実に整備を進めます。

(取組の概要)

駅西・新市街地ゾーン

・平成28年度に除染を実施

・住宅地の整備を目指し、あわせて生活関連施設についても着実に整備

・中野地区復興産業拠点と連携し復興の核を形成

駅東・まちなか再生ゾーン

・古き良き双葉町の街並みの再生（歴史のある建造物の保存・再建、外観を工夫

した公営住宅の整備等）

・既存中心市街地の再整備（被害を受けた建物の解体撤去、街区再整備等）



段階的な整備イメージ

「復興産業拠点」を整備し、順次発展さ
せ「新たな産業・雇用の場」を確保

本格復興期

避難指示解除後、「新たな生活の場」で
安心して快適な生活を送れる環境整備

町再興期

●復興まちづくり長期ビジョンでは、「②町内における段階的な取り組みの推進」として、

復興産業拠点を整備後、段階的な整備イメージを示しています。



中野地区復興産業拠点の整備イメージ

●平成２７年度の双葉町復興町民委員会の「復興産業等拠点部会」にて中野地区復興産業拠点の整備イメージ
が議論され、町へ提案がありました。



再生可能エネルギー・農業再生モデルゾーンの整備イメージ

●平成２７年度の双葉町復興町民委員会の「新産業創出分科会（復興産業等拠点部会）」にて再生可能エネル
ギー・農業再生モデルゾーンの整備イメージが議論され、町へ提案がありました。



（１） 中野地区・復興産業拠点の整備方針に係る論点双葉町復興町民委員会提言書（H27.1）での関連記載
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町の本格的な復興を早期に推進するためには、雇用の場となる復興産業拠点との連
携を考えながら、住宅用地の確保を早期に図っていくことが必要である。それには、
まとまった町有地があることにより事業実施が相対的に容易であり、住宅用地として
比較的早く整備を進めることが可能な双葉駅の西側の駅近辺から着実に整備を進め
ていくことが現実的である。

町の復興を進める上での第一歩は「除染」であり、除染が終了しない状況ではできる
ことは限られてしまう。このため、まずは線量が相対的に低い駅西側の駅近辺から除
染を開始し、駅の西側に住宅地の整備を進め、併せて医療・福祉施設、商業施設、
公共施設等が整備できる環境を整え、復興の基礎作りを早期に行う必要がある。

しかしながら、ＪＲ双葉駅西・新市街地ゾーン単体で、復興の姿を考えることはできな
い。双葉町の中心であった「まちなか再生ゾーン」をはじめ、各種ゾーンとの連携を考
えながら、バランスよく町の復興を図っていく必要がある。



1 両竹・浜野地区周辺の土地利用計画ＪＲ双葉駅西側地区の拠点除染実施範囲について

・左図の約40haについて、平成28年度
における拠点除染を実施

・双葉中学校はすでに除染済み
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（１） 中野地区・復興産業拠点の整備方針に係る論点テーマ１：各種ゾーンとの連携について
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新市街地ゾーン・まちなか再生ゾーンと

中野地区復興産業拠点のつながりについて

「双葉町復興町民委員会提言書（H28.1）」の記載

・双葉駅の西側の駅近辺から着実に整備を進めていくことが現実的

・駅の西側に住宅地の整備を進め、併せて医療・福祉施設、商業施設、公共施設等が

整備できる環境を整え、復興の基礎作りを早期に行う

・各種ゾーンとの連携を考えながら、バランスよく町の復興を図っていく

上記の点について、まちの復興をより具体化していくために、皆様のご意見をお聞かせ
ください。



1 両竹・浜野地区周辺の土地利用計画テーマ２：ＪＲ双葉駅西側・新市街地ゾーンの整備方針と整備イメージを考える

「双葉町復興町民委員会提言書（H28.1）」を踏まえて町が策定した「双葉町内復興拠点
基本構想（H28.3）」では、ＪＲ双葉駅西側の「新市街地ゾーン」について、「住宅地の早
期整備を目指します。また、医療・福祉施設、商業施設、公共施設等の生活関連施設
についても、着実に整備を進めます。」とされております。

そこで、町では、大まかに以下のような方針で、次ページのようなイメージの構想を具
体化してはどうかと検討しておりますが、皆様のご意見をお聞かせください。

官民複合施設
復興公営住宅

（集合）
復興公営住宅

（戸建）

【新市街地ゾーンの整備方針（素案）】
＜整備の進め方関係＞

①拠点除染を実施する区域のうち、ＪＲ双葉駅近辺から開発に着手
②復興・創生期間（平成２８年度～平成３２年度）における宅地造成とインフラ復旧を目指す
③具体的な整備規模は、今後のニーズ調査の結果を踏まえて検討

＜施設の整備方針関係＞
④駅前には、生活関連サービスを提供する官民複合施設等を整備
⑤官民複合施設を囲む形で、復興公営住宅（集合・戸建）を整備
⑥東電社宅（新双葉社宅・原田寮）の復旧・再開を東電に要請
⑦⑥を前提に、戎川の北側は就労者向け住宅エリア、南側は帰還する町民向け住宅エリアに区分け



（参考図） 駅西・新市街地ゾーン（コンパクトな拠点）の整備イメージ（素案）

就業者用住宅（集合）ゾーン

・東電社宅（新双葉社宅・原田寮）の復

旧・再開を東電に要請

・あわせて、就業者用住宅を整備

帰還する町民用住宅（集合・戸建て）ゾーン

・帰還する町民の受け皿となるよう、復興公営住宅（集

合・戸建）を整備

・あわせて、分譲住宅地を整備

・復興公営住宅と分譲住宅地の割合い含め、具体的

な整備規模は、今後、意向調査を行った上で検討

ステーションプラザ双葉

・町民交流施設として活用

東西自由通路

・東西の歩行者動線を確保

至 復興産業拠点

公共公益・商業施設ゾーン

・生活関連サービスを提供する官民複合施設を整備

（想定される機能）

医療・福祉施設、行政機能、コンビニ、スーパー、

飲食店 等

東電社宅

・新双葉社宅

・原田寮

双葉中学校

・帰還する町民の人口構成等を踏ま

えた活用を検討

＜整備イメージ（素案）のポイント＞

①拠点除染を実施する区域のうち、ＪＲ双葉駅近辺から開発に着手
②復興・創生期間（平成２８年度～平成３２年度）における宅地造成と
インフラ復旧を目指す
③具体的な整備規模は、今後のニーズ調査の結果を踏まえて検討
④駅前には、生活関連サービスを提供する官民複合施設等を整備
⑤官民複合施設を囲む形で、復興公営住宅（集合・戸建）を整備
⑥東電社宅（新双葉社宅・原田寮）の復旧・再開を東電に要請
⑦⑥を前提に、戎川の北側は就労者向け住宅エリア、
南側は帰還する町民向け住宅エリアに区分け

駅前にコンパクトな生活拠点の整備
を行う中、双葉町役場は中間貯蔵
施設予定地の境に当たる現行地の
ままで良いか。要検討。

？



1 両竹・浜野地区周辺の土地利用計画テーマ３：ＪＲ双葉駅東側・まちなか再生ゾーンの整備イメージを考える

「双葉町復興町民委員会提言書（H28.1）」を踏まえて町が策定した「双葉町内復興拠点基本構想
（H28.3）」では、ＪＲ双葉駅東側の「まちなか再生ゾーン」について、
・古き良き双葉町の街並みの再生（歴史のある建造物の保存・再建、外観を工夫した
公営住宅の整備等）
・既存中心市街地の再整備（被害を受けた建物の解体撤去、街区再整備等）
を行うこととされております。

皆様にとっての「古き良き双葉町の街並みの再生」とは具体的に何か、次ページの地図も参考に
しながら、自由なご意見をお聞かせください。



（参考図） ＪＲ双葉駅周辺地図

至 復興産業拠点
至 常磐自動車道 復興ＩＣ

【双葉厚生病院】

コンパクトな拠点

【図書館】

【町民グラウンド】

【初發神社】

【双葉町役場】

【双葉駅】

【体育館・公民館】

【商店街】

【歴史民俗資料館】


